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旧井上家住宅トイレ設置について 

 

【現状】 

○トイレ利用の現状 

・現在一般来訪者が使えるトイレは旧漉場 1箇所のみ。 

・靴を脱いで上がるようになっている。 

・バリアフリーではない。 

・近隣には来訪者に開放できるトイレを設置している施設がない。 

   

写真左旧漉場   トイレ入口付近    トイレ内部 

 

〇旧井上家住宅来館者数推移（令和 5年 12月 10日現在） 

  H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 

見学者 3,215  3,054  3,054  3,767  4,334  4,225  3,985  1,856  2,188  2,892  2,493 

 

 

 

【今までの主なイベント】 

・旧井上家住宅鉄道模型運転会： 

・布佐人形展：  

・コスプレイヤー撮影会 

・旧井上家住宅お茶会を平成 28年から行う 

（席主：布佐中学校、我孫子東高校茶道部） 
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【今後の展望】 

毎年 2 回ほどテレビ・映画の撮影地として使用や建築専

門番組等で紹介され、撮影の規模にもよるが 20人～80人ほ

どが関係者として利用している。 

→新型コロナウイルス感染症のため、遠距離での撮影よ

りも都心に近い場所でロケ地を探す傾向にある。 

撮影の際は手賀沼フィルムコミッションと連携し、市

内業者へのお弁当の斡旋など、地域経済にも寄与。 

 新型コロナウイルスによる規制も緩和され、様々なイベ

ントが始まる中、旧井上家住宅も今年度は、歴史に興味がな

い人への関心を高めるため多様なイベントを計画。 

手賀沼干拓の展示以外にも、地域住民の展示を行う場と

してパネル展を行う。 

→布佐地区の活動拠点を目指す 

↓そのためのアクションとして 

担当内では母屋改修するためには旧井上家住宅の認知を高める必要があると考え、R4年

度から集客につながるイベント等を企画していくこととした。 

    ↓ 

＊これらのイベントを行うためには、利用者にとって使いやすいトイレが必要と考える。 

 

【屋外トイレ設置概要】 

旧井上家住宅の敷地内に土足のまま利用できるだれでもトイレを設置。設置に当たって

は、千葉県の観光地魅力アップ整備事業補助金を利用する。 

工事費：29,678,000円 

監理費：1,500,000円 

補助金：7,500,000円 

着工日：令和 5年 11月 1日 

完成日：令和 6年 3月 31日 

 

 

トイレ建設地 


